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1．本書は、大和郡山市南郡山町字大職冠414－1ほかで実施した、発掘調査の概要報告書

である。

2．調査は往西啓治氏（大和郡山市美濃庄町118）のスーパーマーケット建設を契機とし、

同氏の委託に基づき、大和郡山市教育委員会が受託事業として実施したものである。

3．調査期間、および調査面積は以下の通りである。

・調査期間

（試掘調査）　平成5年3月3日

（本調査）　平成5年4月5日～同4月30日

・調査面積　　約400Hf

4．調査は、下記の組織で実施した。

・現地調査

（調査員）山川　均

（補助員）本村充保、佐藤亜聖（以上奈良大学）、武田浩子

（作業員）堀川正治、米田利男、市井義治、岸田勝信、谷渕喜一、喜多美寿子、米田

郁子、藤川ミツ工、杉岡雪子、杉岡克子

・事務

大和郡山市教育委員会　社会教育課

5．本書は、以下の分担で作成した。

（製図）　武田、本村、佐藤、山川

（執筆）　山川

（編集）　山川

6．調査に際しては（株）大忠建設（大和郡山市藤原町2－18）より多大なご協力を得ま

した。また、現地調査、ならびに概報作成に際しては、下記の方々より貴重なご指導、

ご教示を頂きました。記して感謝の意を表します（五十音順、敬称略）。

今尾文昭、内田九州男、大鎌淳正、近江俊秀、川口宏海、佐久間貴士、嶋谷和彦、鈴

木公男、鈴木秀典、西山要一、松尾信裕、森毅、森村健一、米田弘義。
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図1大和郡山市の位置



I　はじめに

1　調査の契機および経過

今回の調査は、民間の大型小売店舗の建設を契機として実施されたものである。同事業の計画予

定地（面積2560．6I迂）が周知の埋蔵文化財包蔵地「郡山城跡」に含まれるため、事業主体者より文

化財保護法に規定する届け出がなされ、その後、同者の要請に基づき、大和郡山市教育委員会が、

対象地において平成5年3月3日に地下遺構等有無確認のための試掘調査を実施した。その結果、

事業対象地の地下に遺構、および良好な包含層（いずれも近世期）の存在を確認したので、大和郡

山市教育委員会は、ここでは本調査が必要であると判断し、事業主体者にその旨を通知した。

本調査は、事業主体者と大和郡山市の協議により、市教育委員会が受託事業としてこれを執行す

ることとした。なお、本調査の範囲については、建築物の建っ区域（地下遺構に影響する範囲）に

限定するものとし、事業地内においても駐車場等の範囲、および崖端付近等の危険区域は本調査範

囲から除外することとした。結果、本調査の面積は約400Hfとなった。なお、調査期間については

事業主体者側の強い要請により、きわめて短期間にこれを行うこととなった。このため実際の調査

については、17～18世紀前半代のもの（ここでは近世墓）に重点を置かざるを得ず、18世紀末～19

世紀の遺構（屋敷地関係遺構）についてはいずれも部分的な調査しか行い得なかった。調査は平成

図2　調査地点位置図（S：1／2′500）
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5年4月5日より30日までの約一ケ月間実施した。

2　調査地の環境

調査地は、上部大阪層群より成る西ノ京丘陵の南端部付近にあたり、同丘陵では最も標高が高い

地域である（標高約80m）。地形的には頂面のフラットな段丘状地形を呈し、人類の居住には比較

的好適な条件を備えている。この周辺では、現在把握されているもので弥生時代中期に遡る遺跡が

確認されており、また同後期には相当数の遺跡が存在したようである（ただし、いずれも郡山城お

よび城下町の造営による人工改変によってその具体像は不明である）。古墳時代の遺跡としては、

西ノ京丘陵のほぼ南端に新木山古墳（前方後円墳、全長122．5m、現在陵墓参考地）がある。なお、

古墳時代の集落跡としては、丘陵西側の低位段丘面上、富雄川の氾濫源に接する位置に東城遺跡が

あり、そこでの集落は飛鳥・藤原時代まで存続する。

今回の調査地は「郡山城跡」の西側縁辺にあたる地であり、調査地の約10mの崖下（っまり西ノ

京丘陵の西側断層崖）を外濠の遺存地割が南北に通っている。なお、城下絵図等に見る調査地周辺

の土地利用の変遷についてはⅢ章考察編において試みているので、ここでは割愛する。

図3　郡山城復元図および調査地点位置図

（享保9年絵図より作成）
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Ⅱ　調査の概要

本章においては、今回検出した代表的な遺構を、その時期によっておおきく上層遺構、下層遺構

に分け、それぞれの時期ごとに、各遺構の規模、形状、出土遺物等について述べる。

1　層序

各遺構の具体的な記述に先立ち、今回の調査地におけ

る基本的な層序について説明を加える。①層は、ごく最

近の駐車場造成に伴う盛土層である。また、②層は当該

地が日本電信電話公社の資材置場となった際（昭和30年

代）の盛土層である。以上の2層を除去すると、直ちに

遺構検出面である③層もしくは地山面の④層が露呈する。

今回の調査では①～②層は重機によって除去した。

2　下層遺構

①にぷい黄褐（10YR4／3）粘質土
②裾（10YR4／4）粘質土
③にぷい黄栂（10YR5／4）粘質土
④明黄褐（10YR6／8）粘質土

図4　基本土層柱状図（S：1／20）

今回の調査では、近世（17世紀後妻～18世紀前葉）の土葬墓を計21基確認した。調査地周辺の土

地利用の変遷については、続章において検討を加えるが、この時期においては該地周辺はあまり人

工改変が加えられておらず、いわば自然の丘陵をそのまま墓域として利用していたようである。該

地が居住地として利用されるようになり、その前提として人工改変が加えられるのは、後に述べる

上層遺構の時期（18世紀末～19世紀中葉）であり、下層遺構の土葬墓群はこの段階でおおきく削平

を受けるか、もしくは破壊されている。したがって以下に報告する墓の事例については、その道存

状況は必ずしも良好なものばかりではなく、遺構の上半部を削平されたものや、遺構の一端を失っ

たものが多く含まれている。
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図5　検出遺構平面図（S：1／200）
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図6　墓－01平面図および土層断面図（S：1／20）
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（1）墓－01

a　遺構（図6、図版2）

墓－01は、調査区の北西隅において検出

した土坑墓である。遺構の西半部は調査区

外となるため未調査。平面形は円形であり、

上面の直径は約1．2m、土壌はほぼ垂直に

掘り下げられており、底面の直径は約1．0

m、深さは検出面より約2．0mを測る。な

お、ここでは遺構底面より図6（平面図点

線部分）や図版2に示すように、有機質の

桶のものと思われる痕跡が観察された。た

だし、それは遺構内の堆積土には全く反映

していない。それはI章2項にも触れたよ

うに、調査地が西ノ京丘陵（表層地質が上

部大阪層群＝酸化土壌）にあるため、有機

質（桶や骨等）が遺存しにくい条件にある

ためと思われる。なおこのことは以下に述

べる他の墓についても同様であり、ごく微

量の臼歯が出土したもの（墓－19）以外は

骨片等は一切出土していない。なお、墓境

内（おそらくは棺内）には土師皿2、およ

び六道銭を副葬していた。

b　遺物

土器（図7、図版2）

1～3は共に土師皿である。白色系の比

較的精良な胎土を用いている。口径は12cm

前後を測るもので、郡山城周辺の17世紀代

の土師皿（中型品）としてはごく普遍的な

形態を有するものである。なお、1、2に

ついては成形時の粘土の継ぎ目痕が観察さ

れる。

銭貨（図8、図版2）

Cl～C6は全て寛永通宝であり、また



図7　墓－01出土土師皿実測図（S：1／3）

全てがいわゆる「古寛永」（鋳造年代＝1636年より166

8年のいわゆる「文銭」登場まで）である。なお、こ

こで見られる銭貨については以下に報告する他の墓出

土の近世墓と同様、いわゆる「六道銭」として埋納さ

れたものであろう。

C　小結

本遺構の時期については、六道銭の組成ならびに土

師皿の形態より考えて17世紀後葉と考えることができ

よう。

0　　　　　　　　　　　　　　　　5cm
L＿　－Ⅰ　　．　－　「　　－．　　」

図8　墓－01出土銭貨拓影（S：1／1）

（2）墓－02

a　遺構（図9、図版3）

本遺構は瓦質土器嚢を埋葬主体に用いた土器棺墓である。ここでは墓墳自体の掘り方を平面的に

検出することができなかったが、土層の観察によって判断すれば、それは直径約70cm程度の円形の

ものになると思われる。なお、墓境の深さは検出面より約40cmを測るが、棺としていた聾の破損状

況より判断（図9断面図参照）すれば、実際（掘削当初）の深さはそれよりさらに数10cm上乗せし

た値となろう。

なお、ここでは既述のように棺として瓦質土器の賓を倒立した状態で使用していた。この場合、

死者は墓境内に安置された後、上から嚢を被せたという埋葬状況が想定できる。なお、副葬品とし

て棺内より土師皿1、土師器小型鉢1、および六道銭が出土した。

－6－



i　．．1．；．．．】l

①灰（N6／0）土層　　　　　⑥黒梱（10YR3／1）粘質土層
②橙（7．5YR7／6）粘質土層　　④淡黄（5Y8／4）砂質土層（地山）
③浅黄檀（10YR8／3）粘質土層
⑤梶灰（10YR4／1）粘質土層（浅黄シルトブロック含む）

図9　墓－02平面図および土層断面図（S：1／20）

b　遺物

瓦質土器（図10、図版3）

4は、倒立した状況で土器棺として使用され

ていた瓦質土器賓である。口径54cm、器高は胴

部下半の破片を欠くため正確には不明だが、想

定約50cm前後となるものと思われる。口縁部上

端には比較的幅広の面を有している。なお、内

外面には炭素を吸着させているが、破断面は灰

白色を呈しておらず、淡茶色となっている。す

なわち、この土器は瓦質製品とはいえ、すでに

土師質化の傾向が顕著である（もとよりこのこ

とは、17世紀後半以降の大和産の瓦質土器の一

般的な傾向である）。また、休部内面には炭化

物が多量に付着している（化学的には未分析。

図版3）。

土師器（図11、図版3）

5は、土師器の小型鉢である。器体の一部に

半円形の切り込みがみられる。器壁は比較的厚

手でぼってりとした印象を受けるが、成形は手

づくねによるものではなく、輪積みによるもの

である。こうした技法上の特徴、ならびに形態

上の系譜関係、および胎土の特徴より見て、この土器は土師器よりむしろ瓦質土器の系譜に連なる

製品であろうと思われる。ただし、現在のところ管見には類例を見ない資料である。なお、具体的

な用途についても不明である。それについては、今後民俗例からの検討が必要とされるであろう。

6は、土師皿である。白色系の精良な胎土を用いている。口径は10．2cmを測る。口径10cm前後のグ

ループ（土師皿中型品）に含めてよかろう。

銭貨（図12、図版4）

破損した一例（C12）を除くと、いずれもいわゆる「古寛永」である。六道銭として棺内に副葬

されたものであろう。

C　小結

本遺構の時期については、六道銭の組成、ならびに土師皿の形態より考えて17世紀後葉と考えら

れる。
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5cm
一　一　＿　＿．－＿‥－こ‥．…＿＿　T　　　．＿　一一」

C12

図12　墓－02出土銭貨拓影（S：1／1）
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l　　墓－04　　l＿

‾駐‾‾E⊥
①にぷい黄橙（10YR6／4）粘質土層

1m

1－－■■■■－－■■－■■■ll■■■－Illll

図13　墓－03・04平面図および土層断面図（S：1／20）

（3）墓－03

a　遺構（図13、図版4）

墓－03については、後述の墓－

04とほぼ接して検出された遺構で

あり、埋葬主体に瓦質土器賓を用

いる土器棺墓である。ただし、両

者共に遺構の上～中半部が削平さ

れており、その切り合い関係は確

認することができなかった。墓境

についてもほぼ下端部のみの検出

に過ぎないため、規模等の詳細は

明らかではない。ただし、その底

面の直径は約50皿を測る。副葬品

としては中国製染付磁器、肥前磁

器、土鈴、および寛永通宝がある。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

t．．．．．．．．．；，．．，！

図14　墓－03土器棺（瓦質土器聾）実測図（S：1／6）
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b　遺物

瓦質土器（図14、図版4）

7は、土器棺として使用されてい

た瓦質土器賓である。口径50．5cmを

測り、今回出土した他の瓦質土器嚢

（土器棺）に比して、10数cm口径が

大きいのが特徴である。器高につい

ては、胴部の破片を欠くため判然と

しないが、おおむね45cm前後に復元

できるだろう。調整上の特徴として

は、体部内面にヨコナデを施すもの

の、指頭圧痕が顕著に認められる点、

および底部外面が未調整という点が

あげられる。なお、焼成は完全に瓦

竃麺勤。∠二ヽL

、ノ

．、＿＿フ、，

図15　墓－03出土磁器実測図（S：1／3）

質であり、土師質化は認められない。

磁器および土製品（図15、16、図版4、5）

8は、中国製（明末～清初）の染付磁器碗である。高台部外面に細かい縦の刻臼状の調整痕を持

っのが特徴。やや端反りの器形であり、器表面はきわめて滑らかである。底部内面に花再文を有す

る。なお、底部外面には「大明成化年製」の銘を持つ。

9は、肥前磁器染付碗である。器表面にはピンホールが若干見られる。外面に松枝等の風景を措

き、内面については素文である。

10は、肥前磁器染付鳥形合子蓋である。成形は型打ちによるもので、後に細かい筆によって羽、

目、境等を措いている。恐らく鴨を形象したものであろう。なお、内面についても総和である。

11は、肥前磁器鳥形合子身であり、10とセットとなるものである。成形はやはり型打ちによるも

のであろう。内面および外面体郡上半に粗く施粕する。なお、蓋と異なり全くの素文である。

12は、肥前磁器小杯（白磁）である。成形はややいびつで、恐らく手づくねによるものであろう。

内面総和。外面は粕を流し掛けにする（高台内無和）。

13は、土師質の土鈴である。恐らく外型を用いて鈴部分を成形した後、内玉を入れ、後に把手部

を付加して焼成されたものであろう。非常に緻密な胎土を用いて堅徴に焼成されている。試みに軽

く振ると、現在でも乾いた美しい音色をたてる。

銭貨（図17、図版5）

C13は、寛永通宝（古寛永）である。これについては、本来は6枚セットであったものが、他の

5枚については撹乱によって散逸したものと思われる。

一10一



C　小結

本遺構については、出土遺物の組

成より考えて、17世紀中葉～後葉の

ものと思われる。

（4）墓－04

a　遺構（図13、図版5）

本遺構は、先述の墓－03に隣接し

0　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm－　　　　〕

図16　墓－03出土土鈴

実測図（S‥1／2）　0 5cm

【＿＿　＿　．　　，　　．　－　．・・　　j

図17　墓－03出土銭貨拓影（S：1／1）

て検出されたもので、それと同様に遺構の中～上半部を削平されている。したがって規模等につい

ては明確にすることができないが、墓墳底面の直径は約39cmを測る。なお、埋葬主体には瓦質土器

嚢を倒立して用いている。副葬品として土師皿1と六道銭が出土した。

b　遺物

瓦質土器聾（図18、図版5）

14は、土器棺として使用されていた瓦質土器賓である。口径は38．0皿を測る。内面の調整につい

てはヨコナデを基本とするが、粘土帯の継ぎ目には指頭圧痕が多く残っている。なお、底部外面に

ついては未調整である。焼成は完全な瓦質であり、土師質化の傾向は見られない。

土師皿（図19、図版5）

15は、口径9．2cmの中型の土師皿である。やや粗雑な成形がなされており、口縁は波状となる。

なお、これには口縁部に煤が付着しており、灯明皿として使用されたものと推定される。

銭貨（図20、図版5）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20□1

L．．．，，一．，一；，．．．J

C14～C19は寛永通宝であり、いずれもいわゆ

る「古寛永」である。このうちC16は「寛」字部

分を欠失する。六道銭として副葬されたものであ

ろう。

C　小結

本遺構の時期については、六道銭の組成等より

墓－03と同様、やはり17世紀中葉～後葉と考えら

れる。

響□⊆姿
0　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

図18　墓－04土器棺（瓦質土器蚕）実測図（S：1／6）　　　図19　墓－04出土土師皿実測図（S：1／3）
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

－　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　－　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　－　　　－

図20　墓－04出土銭貨拓影（S：1／1）

（5）墓－05

a　遺構（図21、図版6）

本遺構は、埋葬主体には瓦質土器賓を正立して用いる土器棺墓である。ここでは北半部分を上層

遺構によって破壊されているはか、上半部分についても削平を受けている。よって遺存状況は良好

ではないが、現状では墓境の直径約46cm、深さは約16cmを測る。なお、副葬品として土師皿3、お

よび六道銭が見られた。また、漆器も副葬されていたようで、漆の一部が残存していたが、前述の

如く調査地の土壌が酸化土壌であるため木質は全く遺存しておらず、器形等については不明である。

b　遺物

1m

LT‥．一丁一十一一丁一一一一「一一一一「二二＝∃

図21墓－05平面図および断面図（S：1／20）

瓦質土器（図22、図版6）

16は、瓦質土器聾である。土器棺墓として使用されて

いた。体部上半以上を欠失する。なお、内面には粘土帯

の継ぎ目に指頭圧痕を多く残している。また、焼成はや

や甘く、土師質化の傾向が若干見られる。

土師皿（図23、図版6）

17～19は土師皿である。口径はいずれも10cm前後で、

中型品である。なお、いずれも灯明皿として使用された

痕跡はない。

銭貨（図24、図版6）

C20は元豊通宝（北宋、初鋳1078年）であり、今回の

調査で出土した渡来銭としては唯一例となる。C21～C

24は寛永通宝（いわゆる「古寛永」）である。また、C

－12－



てこ工芸召

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
l　．　，　．　．＿；　．　．　．　．　［

図22　墓－05土器棺（瓦質土器登）実測図（S：1／6）　図23　墓－05出土土師皿実測図（S：1／3）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

L＿＿＿　．　　1　　．　　．　　－］

図24　墓－05出土銭貨拓影（S：1／1）

25は背面に「文」字を配した、いわゆる「文銭」（鋳造年代1668年～1696年）である。これらの銭

貨については、六道銭として埋納されたものであろう。

C　小結

本遺構の時期については、六道銭の組成等より考えて17世紀後葉と考えられる。

（6）墓－06

a　遺構（図25、図版7）

墓境の平面形は長円形を呈し、長径約92cm、短径約80cmを測る。なお、深さは検出面より約130

cmである。埋葬主体については全く遺存していないが、恐らく墓－01において痕跡の見られた結桶

が用いられていたものと思われる。副葬品としては土師皿3と寛永通宝が見られた。

b　遺物

－13－



土師皿（図26、図版7）

20～22は、いずれも口径約10cmの中型の土師皿である。白色系の精良な胎土を使用している。な

お、灯明皿として使用されたものはない。

銭貨（図27、図版7）

C26、C27はいずれも寛永通宝である。ただし、前者はいわゆる「古寛永」、後者はいわゆる

①黄褐（10YR5／6）粘質土層

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　．11　．　呈　1　．　一　．　］

図25　墓－06・07平面図および土層断面図（S：1／20）
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0　　　　　　　　　　　　　　　5cm

して＿＿＿‥　＿1　＿．一一一一．　　．－　＿＿」

図26　墓－06出土土師皿実測図（S：1／3）　　　　　図27　墓－06出土銭貨拓影（S：1／1）

「新寛永」（鋳造年代1697年）である。なお、ここでは遺構の深さより考えて銭貨が散逸した可能性

はなく、副葬された枚数自体が当初より2枚であったものと考えられる。

C　小結

本遺構の時期については、出土した土師皿、および銭貨より考えて17世紀末葉～18世紀前葉と考

えられる。

（7）墓－07

a　遺構（図25、図版8）

墓境の平面形は不整円形である。上面の直径は約110皿、深さは約110cmを測る。なお、底面の直

径は約60cmを測り、墓場の壁は上半に比し下半がややすぼまる形で掘削されている。埋葬主体につ

いては不明だが、おそらく墓－01同様に結桶が使用されていたものと思われる。なお、副葬品とし

ては寛永通宝7枚がある。

b　遺物

銭貨（図28、図版8）

C28～C34は、いずれも寛永通宝である。このうちC28のみがいわゆる「古寛永」であり、他の

ものはいわゆる「新寛永」である。なお、ここでは以上の7枚の銭貨が副葬されていたが、他の遺

構からの混入は考えられない。

C　小結

本遺構の時期については、出土銭貨の組成より考えて17世紀末葉～18世紀前葉と考えることがで

きよう。

（8）墓－08
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図28　墓－07出土銭貨拓影（S：1／1）

a　遺構（図29、図版9）

本遺構は一部上層遺構によって破壊されている。平面形はほぼ円形を呈するもので、上端の直径

約90cm下端の直径約70cm、深さは約75cmを測る。埋葬主体については遺存していないが、おそらく

墓－01と同様、結桶を使用したものであったと思われる。なお、副葬品には土師皿5、および六道

銭がある。

b　遺物

土師皿（図30、図版9、10）

23～27は、すべて土師皿である。口径は11～12cmを測り、ほぼ中型品の範噂に属するものである。

いずれも白色系の比較的密な胎土を用いている。なお、灯明皿として使用されたものはない。

土鈴（図31、図版10）

28は、土師質の土鈴である。一部欠損しており、先述の13（図16）のような把手が本来付くもの

かどうかは不明。鈴部の直径は1．6cmと、13に比してやや小径である。

銭貨（図32、図版10）

C35～C40はいずれも寛永通宝である。このうちC35のみがいわゆる「古寛永」で、他のものに

っいてはいわゆる「新寛永」である。なお、C40については上半部を欠失している。これらの銭貨

は六道銭として副葬されたものであろう。

C　小結

本遺構の時期については、土師皿の形態、ならびに六道銭の組成より考えて17世紀末葉～18世紀

初頭と考えられる。
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黄褐（2．5YR5／4）粘質土層
（地山シルトブロックモザイク状に含む）

♂噛〆

1m

－1－t－－．．．．．．■．→－．．■－．．．■■■－．J－1－

図29　墓－08平面図および土層断面図（S：1／20）

肝
＼

0　　　　　　　　　　　　　　5cm

ト‥」．　　．　　．　　．　　　j

図31墓－08出土土鈴実測図（S：1／1）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
l l＿，，．；，，，，」

図30　墓－08出土土師皿実測図（S：1／3）
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0　　　　　　　　　　　　　　　5cm

L－＿　　．　　．　　．＿‥1…▼＿＿　．＿…　＿j

C40

図32　墓－08出土銭貨拓影（S：1／1）

（9）墓－09

a　遺構（図33、図版11）

墓境の平面形は隅丸方形状であり、その一辺は約45

cmを測る。また、深さは検出面より約10cmを測る。埋

葬主体については明らかではないが、おそらく有機質

の容器が使用されていたものと思われる。なお、副葬

品として土師皿と六道銭が出土した。

b　遺物

土師皿（図34、図版11）

29は、口径約11cmの土師皿（中型品）である。白色

系の比較的精緻な胎土を用いている。なお、灯明皿と

l／／～

図33　墓－09平面図（S：1／20）

＼＼上ゴ亮
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cnn

l　，，．　．　1　＿L＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿⊥　」

図34　墓－09出土土師皿実測図（S：1／3）

して利用された痕跡はない。

銭貨（図35、図版11）

C41～C46は、すべて寛永通宝である。このうちC41およびC42がいわゆる「古寛永」、C46が

いわゆる「文銭」、残るC43～C45がいわゆる「新寛永」である。つまり、ここではそれら3者の

混在が認められる。六道銭として副葬されたものであろう。

C　小結

本遺構の時期については、六道銭の組成より考えて17世紀末葉～18世紀前葉と考えられる。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

図35　墓－09出土銭貨拓影（S：1／1）

（10）墓－10

a　遺構（図36、図版12）

墓境の平面形はほぼ円形であり、その直径は約70cmを測る。また、深さは検出面より約22cmを測

る。埋葬主体については明らかではないが、おそらくは結桶等の有機物の容器が使用されていたも

のと思われる。なお、副葬品としては土師皿2、肥前磁器1、および六道銭がある。

b　遺物

土師皿および肥前磁器（図37、図版12）

；′′、＼

にぷい黄梱（10YR5／3）
粘質土層

30、31は土師皿である。口径はいずれも11cm弱であ

り、土師皿中型品の範疇に属するものである。白色系

の精良な胎土を用いている。なお、灯明皿として使用

されたものはない。

32は肥前磁器染付小杯である。外面に草花文および

桧垣文を描き、対称位置には蝶文を描く。薄手の精巧

31

図36　墓－10平面図および土層断面図（S：1／20）　　図37　墓－10出土土師皿・磁器碗実測図（S：1／3）
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm．

ト　…　．一二＿一一　．＿＿　－＿L＿　　　⊥＿＿＿＿－」

図38　墓－10出土銭貨拓影（S：1／1）

な作りが特徴的な、伊万里焼の優品である。

なお、高台畳付には離れ砂が付着している。17世紀後半代のものであろう。

銭貨（図38、図版12）

C47～C52は、いずれも寛永通宝である。このうちC47のみがいわゆる「古寛永」、他は全てい

わゆる「新寛永」である。これらの銭貨は六道銭として副葬されたものと思われる。

C　小結

本遺構の時期については、出土遺物の組成より考えて17世紀末葉～18世紀初頭と考えられる。

（11）墓－11

a　遺構（図39、図版13）

墓境の平面形はほぼ正方形であり、上面の一辺長約150cm、深さは検出面より約150皿、墓墳下面

の一辺長は約80cmを測る。埋葬主体については遺存していないため全く不明であるが、方形の掘り

方より考えて、それはやはり方形の有機質の容器（箱状の木棺－ただし座棺）が使用されていたも

のと推定されよう。ただこの場合、遺構内より釘等が全く出土していない点は疑問として残る。な

お、副葬品として土師皿および寛永通宝18枚が出土した。

b　遺物

土師皿（図40、図版13）

33は土師皿である。口径は11cm弱で、ほぼ土師皿中型品の範噂に属するものである。白色系の精

良な胎土を用いている。なお口縁部には粘土の継目が見られる。いずれも灯明皿として使用された

痕跡はない。
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図39　墓－11平面図および断面図（S：1／20）
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Oi Cm
図40　墓－11出土土師皿実測図（S：1／3）

q二D　34

0　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm
L＿＿　－，一　一　一一一．－　．　…　－．　　ま

図41墓－11出土木製数珠玉実測図
（S：1／1）

数珠玉（図41、図版13）

34は、木製の数珠玉である。ここで出

土したのはこの一点のみで、これについ

てはたまたま周辺を灰層が被覆していた

ため遺存したものと恩われる。直径45mm、

穿孔の直径0．8mmを測る。

銭貨（図42、43、図版14）

C53～C70はいずれも寛永通宝である。

これら18枚は全て本遺構より出土したも

のなので、6枚を1セットと考えると、

ここでは3セット分の六道銭が見られた

ことになる。ただしこれらは分散せず、

1個所にまとまって出土した。なお、C

53～C55がいわゆる「古寛永」、C56～

C64Cがいわゆる「文銭」C65～C70が

いわゆる「新寛永」である。

C　小結

本遺構の時期については、主として寛

永通宝の組成より考えて、17世紀末葉～
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図42　墓－11出土銭貨拓影1（古寛永および文銭　S：1／1）

－22－



0　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

［二＿－＿　1　　1＿＿＿　　．－‥一一一＿　．‥－　」

図43　墓－11出土銭貨拓影2（新寛永　S：1／1）

18世紀初頭と思われる。なお、六道銭が3セット見られたこと、および墓場が他のものに比して大

きいことなどより、ここでは3名を同時に埋葬した可能性もある。

（12）墓－12

a　遺構（図44、図版14）

墓境の平面形はほぼ円形をなし、その上面径は約90cmを測る。また、深さは検出面より約150cm、

下面径は約65cmを測る。副葬品としては土師皿3の他、太刀が一振出土した。太刀は、切先を墓墳

底にほぼ接し、墓場西側壁に立てかけるような状態で検出された。埋葬主体は遺存していないため

不明であるが、かりにこれを墓－01でその痕跡が見られたような結桶とすると、太刀は棺の外側に、

それに添えるような形で立て置かれたという状況が復元できる。なお、ここでは六道銭は出土して

いない。

b　遺物

土師皿（図45、図版14）

35～37は、土師皿である。口径はいずれも7cm弱と、土師皿小型品の範噂に属するものである。

なお、今回検出された近世墓では本遺構の他に土師皿小型品を副葬した例はないが、この土師皿小

型品は白色系の精良な胎土で製作されており、この点、および調整技法等は、他の墓で出土してい

る土師皿中型品と全く差異はない。ただ、これらにはいずれも口縁部に煤が付着していることから、

灯明皿として使用されたものと患われ、この点については他の墓に副葬された土師皿のあり方と比

して、やや特異である（今回他の墓から出土した土師皿のうち、灯明皿として使用されたことが明

らかなものは、墓－04出土の一例のみである）。
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図44　墓－12平面図および断面図（S：1／20）

太刀（図46、図版15）

今回本遺構より出土した太刀（38）に

ついては、現在クリーニングお声び保存

処理（委託）中であり、Ⅹ線写真も末撮

影である。したがってここでは実測図作

成時のごく粗い観察所見を記すに止め、

その詳細な報告については後日別稿にて

行いたい。なお、太刀は柄部と刀身部が

折損によって分離している。

柄部については、鍔も含めた長さ20．7

皿、幅は最大5．1cmを測る。なお、鍔の

直径（長径）は10．6cmである。柄の下地

は部分的な観察では鮫皮巻が見られ、柄

巻（菱巻）も部分的に観察できる。なお、

頭については現時点では詳細不明。刀身

部については、長さ72．4皿、最大幅4．3cmを測る（柄と合計した総長は93．1cm）。錯は遺存していな

い。なお、鞘の木質の遺存状況が悪く、刀身の一部が露出しているはか、木質に置換する形で土が

大量に付着している。鞘は黒漆塗であったようで、漆膜が遺存している。ただし、既述のように木

質自体の遺存状況が劣悪なため、それは刀身に付着した土に貼り付くという、脆弱な形でかろうじ

て遺存しているものである。また、そのような状況のため栗形ないし返角は遺存していない。

C　小結

本遺構において特記されるのは、いうまでもなく太刀の出土であろう。管見では、今回の調査の
（1）　　　　　　　　　　　　（2）

他に近世墓より太刀が出土した事例は、大坂城三之丸出土例、および瑞鳳殿伊達政宗墓出土例のわ
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図46　墓－12出土太刀実測図（S：1／4トーン部分は漆被膜）
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ずか2例を挙げうるに止まる。また、本遺構では土師皿小型品（全て灯明皿）の出土や、銭貨が全

く副葬されていないなど、ここで見られた他の墓とは明らかに様相が異なる点がいくつか指摘でき

る。こうした点は、いずれ近世期における太刀の墓への副葬という現象を考えてゆく際の、重要な

ポイントとなるのではないだろうか。今後の調査事例の増加を待ちたい。

なお、本遺構の時期については、銭貨等の具体的資料を欠くため明確にはし難いが、出土した土

師皿の形態、ないしは今回検出した他の墓の時期より考えて、17世紀後妻～18世紀初頭の時期幅に

収まるものとしてよかろう。

（13）墓－13

a　遺構（図47、図版15）

本遺構の埋葬主体は、瓦質土器嚢を倒立し

たものである。なお、賓は休部以下を削平に

よって失っている。また、墓場の掘り方につ

いては平面、あるいは土層によって確認する

ことはできなかった。

b　遺物

瓦質土器蛮（図48、図版15）

39は、土器棺として使用されていた瓦質土

器聾である。体部下半以下を欠失している。

口径44．6cm。口縁直下外面に櫛措（7条）の

波状文を持っ。焼成は瓦質であり、土師質化

の傾向は見られない。

C　小結

本遺構については、瓦質土器賓以外に時期

を決める手がかりを欠く。したがってそれの

編年の確立していない現状では、確実な時期

」　S L一・－一一‾

①浅黄（2．5Y7／3）粘土層
②灰オリーブ（6Y6／2）粘質土層

1m

N．＿＿⊥
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図47　墓－13平面図および土層断面図（S：1／20）

を押さえることは困難だが、郡山城下の他の　　図48　墓－13土器棺（瓦質土器蚕）実測図（S：1／6）

地点出土の資料より考えて、おおむねそれは17世紀中～後葉と考えることができるであろう。

（14）墓－14

a　遺構（図49、図版15）

本遺構は、埋葬主体として、比較的小型の瓦質土器聾を正立の状態で使用している。なお、墓境

の掘り方に関しては、平面的、あるいは土層の観察では明確にすることができなかった。また、賓

－27－



の蓋については、有機物（木蓋か？）であったも

のと思われ、ここでは遺存していない。副葬品は　X二曇0174
nn

見られなかった。

b　遺物

瓦質土器（図50、図版15）

40は、土器棺として使用されていた瓦質土器嚢

である。口径31．2cm、器高23．3cmを測るもので、

同種のものとしては最も小型の部類に属するもの

である。口縁部直下外面に、先端の丸い棒状工具

による波状文が施されている。また、外面体部下

半の底部付近に、へラ刻線による窯記号を有する。

なお、休部内面には粘土帯継目に指頭圧痕を多く

残している。また、焼成については完全な瓦質で

ある。

C　小結

本遺構の特色は、埋葬主体となる賓を正立の状

態で使用している点である。今回の墓の調査事例

のうち、埋葬主体に瓦質土器賓を使用したものに

ついては、本遺構および墓－05を除くと、全てそ

れを倒立の状態で使用していたのが特徴で、本例

はそのなかにあっては特殊な事例である。このこ

①黄橙（10YR7／8）粘質土層

②明黄橙（10YR6／6）粘質土層

0 1m

図49　墓－14平面図および土層断面図（S：1／20）

図50　墓－14土器棺（瓦質土器蛮）実測図（S：1／6）

とについては、聾自体が小型であったということも勘案すれば、本遺構の被埋葬者が、おそらくは

生後間もない小児であったことを示すものであろう。

なお、本遺構の時期については、銭貨等の決め手を欠くものの、瓦質土器嚢の形態、焼成等より

考えて、それはおおむね17世紀中葉～後葉と考えられる。

（15）墓－15

a　遺構（図51、図版16）

本遺構については、その南半を新しい時期の遺構（井戸）によって破壊されている。したがって

平面図等によっても明らかなように、墓境の形態、規模について明確にすることは困難である。な

お、埋葬主体としては、瓦質土器聾を倒立した状態で用いている。また、副葬品は出土していない。

b　遺物

瓦質土器（図52、図版16）
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41は、土器棺として使用されてい

た瓦質土器賓である。復元口径36．2

cmを測るもので、体部下半以下は欠

失している。口縁部外面直下に、棒

状工具の先端による波状文を施す。

なお、焼成は土師質化の傾向が顕著

である。また、胎土はチャート、長

石等の鉱物粒を多量に含む粗いもの

が用いられており、全体として大和

型の瓦質土器聾の精微なイメージか

らはやや隔絶した印象を受ける個体

である。おそらく、同器種の最終的

な様相を示すものであろう。

C　小結

本遺構の時期については、銭貨等

の具体的な決め手に欠けるものの、

退化傾向にある瓦質土器の様相より

考えて、それはおおむね17世紀末葉

～18世紀前葉と考えることができよ

う。

（16）墓－16

a　遺構（図51、図版16）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
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図51墓－15・16平面図および断面図（S：1／20）
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図52　墓－15土器棺（瓦質土器聾）実測図（S：1／6）
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本遺構については、隣接して存在　　　図53　墓－16土器棺（瓦質土器聾）実測図（S：1／6）

した墓－15と同じく、その南半部を後世の井戸によって破壊されている。よって墓場の形態、規模

等は明瞭ではない。埋葬主体としては、瓦質土器賓を倒立した状態で使用していた。なお、副葬品

は出土していない。

b　遺物

瓦質土器（図53、図版16）

42は、土器棺として使用されていた瓦質土器賓である。体部下半以下を欠失するもので、復元口

径は37．0cmを測る。なお、施文は見られない。焼成は土師質化が顕著であり、胎土はチャートや石

英等の鉱物粒を多く含む、比較的粗いものが用いられている。先の41と同様、大和型の瓦質土器嚢

の最終的な様相を示す個体であろう。
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C　小結

本遺構の時期は、墓－15と同様、17世紀末葉～

18世紀前葉として考えることができよう。

（17）墓－17

a　遺構（図54、図版16）

本遺構は、直径約45cmを測るほぼ円形の墓場に、

瓦質土器賓を埋葬主体として、それを倒立の状態

で据え置いたものである。遺構はその大半が削平

されており、墓境の下端部が辛うじて遺存してい

るに過ぎない（深さ＝検出面より約6cm）。なお、

土層断面図（図54下）における③層は、偶然本遺

構と重複して検出された弥生時代（詳細な時期は

不明）のピットのものである。また、副葬品につ

いては、全く検出されていない。

b　遺物

瓦質土器（図55、図版16）

43は、土器棺として使用されていた瓦質土器嚢

である。体部以下を欠失しており、全体の形状を

うかがうことはできないが、口縁部の外傾状況が、

他の資料に比して曲線的で緩いのが特徴である。

復元口径は38．0cmを測る。なお、焼成は完全に瓦

質で、土師質化の傾向は見られない。

C　小結

本遺構の時期については、銭貨等の具体的な決

め手を欠くものの、瓦質土器賓の形態より考えて、

それをおおむね17世紀中葉～後妻として考えるこ

とができよう。

（18）墓－18

a　遺構（図56、図版17）
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①にぷい黄褐（10YR5／4）粘質土層
②明黄褐（10YR7／6）粘質土層
③裾（10YR4／4）粘質土層（弥生時代の遺構）
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図54　墓－17平面図および土層断面図（S：1／20）
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図55　墓－17土器棺（瓦質登）実測図（S：1／6）
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図56　墓－18平面図および土層断面図（S：1／20）

本遺構は、直径約40cmを測るほぼ円形の墓境に、　一　　1．LIll・lrl；l・l二〕∃0皿　一i4

瓦質土器聾を倒立の状態で据え置いたものである。　図57　墓－18土器棺（瓦質土器嚢）実測図（S‥1／6）
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遺構の大半は削平されており、深さは最深部においても、検出面よりわずか6cmである。なお、副

葬品は出土していない。

b　遺物

瓦質土器（図57、図版17）

44は、土器棺として使用されていた瓦質土器嚢である。体部下半以下は欠失。口縁部直下に6条

の櫛描波状文を措いている。なお、口径は34．－0cmを測る。また、焼成は完全な瓦質であり、土師質

化の傾向は見られない。

C　小結

本遺構の時期については、銭貨等の具体的な資料を欠くものの、瓦質土器肇の形態より考えて、

それはおおむね17世紀中葉～後葉として考えられよう。

（19）墓－19

a　遺構（図58、図版17）

本遺構は、墓境の平面形が不整形のものである。た

だし、今回検出された墓には、墓境の平面形がこのよ

うな形になるものは他に見当らないので、これについ

ては他の重複する遺構が存在したものかもしれない。

遺構は大半が削平されているようで、その深さは検出

面より10cmに過ぎない。なお、埋葬主体については全

く遺存していなかった。副葬品としては、寛永通宝5

枚がある。また、ここでは成人のものと思われる臼歯
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図58　墓－19平面図および断面図（S：1／20）
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図59　墓－19出土銭貨拓影（S：1／1）
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が3点出土した（いずれも歯冠部の一部のみ。形質その他については未鑑定）。

b　遺物

銭貨（図59、図版17）

C71～C75は、すべて寛永通宝である。このうちC71、

ゆる「文銭」、C74、C75がいわゆる「新寛永」であ

る。これらの銭貨は六道銭として副葬されたものと思

われるが、ここでは削平のためかセットのうちの1枚

が不足している。

C　小結

本遺構の時期については、六道銭の組成より考えて、

17世紀末～18世紀初頭と考えられる。

（20）墓－20

a　遺構（図60、図版17）

本遺構は、墓境の平面形が長円形となるものであり、

その規模は長径約84cm、短径約68cm、深さは検出面よ

り約44cmを測るものである。なお、墓墳下面の長径は

約68cmである。また、副葬品としては六道銭が出土し

ている。

C72がいわゆる「古寛永」、C73がいわ

×
－
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∽
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図60　墓－20平面図および断面図（S：1／20）
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図61墓－20出土銭貨拓影（S：1／1）
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b　遺物

銭貨（図61、図版17）

C76～C80は、すべて寛永通宝である。このうちC76がいわゆる「古寛永」、他はいわゆる「新

寛永」である。これらの銭貨は六道銭として副葬されたものと思われるが、ここではセットのうち

1枚が欠落している。

C　小結

本遺構の時期については、六道銭の組成より

考えて、17世紀末葉～18世紀前葉と考えられる。

（21）墓－21

a　遺構（図62、図版18）

本遺構は、墓境の平面形が隅丸方形となるも

のである。1辺の長さは約80cm、深さは検出面

より約60cmを測る。なお、墓墳下面の長径は約

60cm。副葬品としては、寛永通宝6枚がある。

b　遺物

銭貨（図63、図版18）

C81～C86は、すべて寛永通宝である。この

うち、C81およびC82がいわゆる「文銭」、他

はいわゆる「新寛永」である。これらの銭貨に

ついては、六道銭として副葬されたものと恩わ

Y　－　20613

」
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図62　墓－21平面図および断面図（S：1／20）
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図63　墓－21出土銭貨拓影（S：1／1）
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れる。

C　小結

本遺構の時期については、出土銭貨の組成より考えて、17世紀末葉～18世紀前葉と考えられる0

3　上層遺構

上層遺構としては、屋敷地割に関係すると思われる溝、および排水施設、池状遺構等がある○

それらは墓が廃絶した後、そこを居住地として利用するために大規模な整地作業（削平、盛り土）

を行った後、営まれたものである。以下、各遺構についてその概要を述べる。

81．800m

ii′TT’

LN‾「くこ三フ「－て蓋7－S⊥
①黄褐（2．5Y5／4）粘質土層
②にぷい黄（2．5Y6／4）粘質土層（炭少量含む）

図64　溝－01土層断面図（S：1／20）

（1）溝－01（図64）

清一01は、屋敷地割と思われる東西方向の溝状遺構であり、深さは約13cmを測る。素掘りの溝で、

石組、竹樋等の施設は見られない。おそらく屋敷地内の排水機能を兼ねたものであろう。時期につ

一、、、／／；

図65　排水施設－01平面図および断面図（S：1／20）
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いては、出土した土器・陶磁器（いずれも細片）よ

り判断して、18世紀末～19世紀前葉と考えられる。

（2）排水施設－01

遺構（図65、図版18）

本遺構は、溝状遺構の肩部分において検出された、

瓦質の土管を用いた排水施設である。原位置を保っ

ていたのは土管2個体のみで、他は破壊されていた。　　』L」＿．…4，5，；日日2，0m

なお、土管に接して桟瓦が出土しており（図65参照）、　図66　排水施設－01瓦質土管実測図（S：1／6）

本排水施設は部分的にそれらによって補強されていたものとも考えられる。時期は、後述の瓦質土

器土管の形態等より考えて、18世紀末～19世紀前葉であろう。

遺物（図66、図版18）

45、46は、排水施設－01に使用されていた瓦質土管である。外面調整はナデを基本とするが、上

下端部は内外面共にヨコナデを施す。なお、内面には横方向の擦痕が顕著に残る。

（3）池状遺構

遺構（図67、図版19）

本遺構は、時間的な都合により面的な調査はなし得なかったため、サブトレンチによる断面観察、

ならびに出土遺物による時期の確定に主眼をおいた調査を実施した。以下は、そうした制約された

条件下における観察所見である。

（彰にぷい黄橙（10YR6／4）粘質粗砂層（炭、石粒含む）
②黄裾（2．5Y5／5）粘質土層（炭、石粒含む）
③暗灰黄（2．5Y5／2）粘質土層（石粒含む）
④明黄裾（10YR7／6）粘質土層（炭石含む）
⑤にぷい黄橙（10YR5／3）粘質土層

（浅黄（5Y7／3）粘土ブロック含む）
⑥黄灰（2．5Y6／1）粘質土層
⑦黄灰（2．5Y6／1）粘土層
⑧明黄裾（10YR6／6）粘質土層

（浅黄（5Y7／3）粘土小ブロック含む）
⑨灰（5Y5／1）粘土層
⑲緑灰（10GY6／1）砂混じり粘土層
⑪灰白（7．5Y7．2）シルト層
⑫灰（5Y5／1）粘質土層
⑬暗灰黄（2．5Y5／2）粘土層

⑭黄灰（2．5Y7／2）砂層
⑮明黄褐（10YR6／6）粘土層（石粒、粗砂含む）
⑬にぷい黄橙（10YR6／4）粗砂層
⑰黒裾（10YR3／1）粗砂層
⑬灰白（5Y7／1）粘質砂層（浅黄（5Y7／3粘土小ブロック含む）
⑲灰白（10Y8／1）粗砂層
⑳灰黄（2．5Y7／2）粘質土層
①明黄褐（10YR6／8）粗砂層
⑳浅黄（5Y7／3）粘土層
（黄褐（2．5Y5／4）粘質土層間に入る）

⑳にぷい黄橙（10YR5／4）粗砂層
⑳オリーブ裾（2．5Y4／3）粘質土層（石粒、粗砂含む）
⑳黄橙（10YR7／8）粗砂層
⑳黄灰（2．5Y6／2）粗砂混じり粘土層

図67　池状遺構土層断面図（北より　S：1／60）
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図68　池状遺構出土遺物実測図1（S：1／3、56のみ1／6）

池状遺構の断面形状は、肩部（池西岸部分）を二段掘

りとし、底面はフラットである。なお、通構内堆積土は、

明らかに人為的に埋積された状況を呈している。深さは

検出面より約1．2mを測る。なお、池自体の規模は今回

は明らかにすることはできなかったが、サブトレンチ2

において池東岸の一部が検出されており、それから推定

される池の東西長は約9mとなる。

次に本遺構の性格であるが、それについては郡山城第

35次調査において検出された「金魚池」が最も妥当する
（3）

であろう。Ⅲ章でも触れるが、18世紀末～19世紀にかけ

図69　池状遺構出土遺物実測図2（S：1／2）　て、郡山城下では下級武士の副業として金魚の養殖が盛
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図70　池状遺構出土遺物実測図3（S：1／2）

んに行われる。本調査地はそのころ下級武士

の居住地であったことが絵図等より知られ

（第Ⅲ章一1参照）、こうした池状遺構は、彼

らの重要な現金収入源としての金魚養殖に用

いられたものであろう。

遺物（図68、69、70、図版19、20、21）

以下、池状遺構の人為的埋積土中より出土

L＿　．＿＿　　．　　．＿　　．　＿＿＿－＿」

図71池状遺構出土銭貨拓影（S：1／1）

した遺物について述べる。

47（以下図68）は、肥前磁器染付小杯である。外面に楓（？）の意匠を手書きによって措く。同

一の意匠を数個所（破片のため正確には不明だが、推定5カ所）に配するのが特徴である。

48は、磁器染付椀（端反形）である。粗い線描により文様（意匠不明）を措く。なお、呉須は鮮

やかなコバルトブルーを呈し、やや施文部分が盛り上がるのが特徴。郡山城下では19世紀代の遺構

より同種の染付磁器が出土することが多い。おそらく、肥前以外の地域（瀬戸か？）で生産された

製品であろう。

49は、磁器染付碗（簡形）である。花再文（6カ所か？）の間を細い線描の幾何学文で埋めてい

る。
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50は、磁器染付碗（丸形）である。施文には比較的鮮やかなコバルトブルー系の呉須を用いてい

る。外面の意匠はごく簡略化された山水文、内面は口縁部に墨弾きによる曲線文、見込には昆虫文

をそれぞれ措いている。

51は、肥前磁器染付皿である。底部が蛇の目凹形を為すのが特徴。外面に草文を措き、内面には

亀甲文、および見込には花再文が描かれている。

52は、肥前磁器染付碗（簡形）である。破片のため図案の意匠等は不明だが、上質の呉須を用い

た丁寧な作風である。また、器表面はやや緑色味を呈し、非常に滑沢な仕上がりである。伊万里焼

の上製品であろう。

53は、灰粕陶器碗（丸形）である。外底面を除く内外面に藁灰粕が施されている。なお、施粕面

は貫人が著しい。胎土は燈色を呈し、比較的軟質である。

54は、鉄和陶器蓋（落とし蓋形）である。和色は飴色を呈する。胎土は燈色を呈するが、あるい

はこれは熱による変色の可能性もある。
（4）

55は、堺焼措鉢である。揺目は4本／cm。白神編年のⅡ型式に属する。

56は、灰粕陶器鉢（植木鉢形）である。粕色はやや黄味を帯びたもので、表面に細かい買入が無

数に走り、ところどころで和が剥落している。胎土色は黄味がかった明燈色であり、やや粗粒の鉱

物粒を多く含むのが特徴。瀬戸産か？
（5）

57は、土師質胞格である。口縁部が大きく段をもって屈曲しているタイプ（難波分類Fb類）で

ある。なお、本個体は口縁部の伸びが短いもので、19世紀代のそれの特徴を示している。なお、胎

土中には細かな雲母粒が多く含まれている。

58は、施粕土師器の型打ち製品である。上面に菊花状の造形が見られる。粕色は黄味がかったラ

イトグリーンであり、上面にのみ施粕する。本製品の具体的な用途については不明だが、あるいは

玩具に類するものであろうか。

59～61は、土師皿（小型品）である。59のみが白色系、他は赤色系であり、後者については内面

に当て布の調整痕を残す。いずれも灯明皿として使用されたものであろう。

62（図69）は、緑粕陶器土瓶の把手である。上面に「合」銘、下面に「和州赤バク」銘を有する。

このうち特に後者は、江戸時代後期以降、大和の特産品として知られるようになった、陶器の赤膚

焼を示すものであり、注目される。なお、本資料の持っ歴史的意義については、本書第Ⅳ章第2項

において若干の検討を試みている。

63（以下図70）は、土師皿（中型品）の底部付近の破片である。外面にひらがなと思われる墨書

を持っが、字体は不明。下層遺構、近世墓の副葬品の混入であろう。

64は、面形の土製品（型打ち）である。大黒様を象したものか？背面には造形はなく、背面より

向かって左側に偏した部位に穿孔がみられる。あるいはけん重用だろうか。

65は、馬形の土製品（型打ち）である。頭部、および脚部を欠く。鞍、鐙等は比較的写実的であ
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る。

66は、人形の土製品（型打ち）である。内裏様を表したものであろう。下面には穿孔があり、お

そらくこれを利用して小さな雛段等の台に固定したものだろう。

C87、C88（図71、図版22）は、銅銭（寛永通宝）であり、両者共にいわゆる「新寛永」である。

下層遺構、近世墓の副葬品が混入したものであろう。

以上の遺物は、下層遺構からの若干の混入品を除くと、いずれも18世紀末～19世紀にかけての時

期に比定することのできるものである。ただし、遣物群中には型紙摺り、酸化コバルトによって施

文された磁器は一点も見られないことから、本遺構が人為的に埋められたのは、仮に明治年間とし

ても、比較的初期の段階に限定できるだろう。

4　包含層出土遺物（図72、図版22）

本章の最後に、遺構以外の部分より出土した包含層

出土遺物について紹介しておく。

67は、肥前磁器小杯である。外面にはごく簡略化さ

れた風景を措く。形態的には口縁端部が強く外側に屈

曲するのが特徴である。なお、高台畳付には離れ砂が

付着している。

68は、肥前磁器染付小堺である。外面に簡単な山水

文を描く。高台畳付には離れ砂が付着している。

69は、肥前磁器染付鳥形蓋である。香合の蓋であろ

う。おそらく雉を表象していると思われるが、烏の部

分については、型打ち成形されたうえに、非常に細密

な呉須による図案が描かれている。また蓋部について

は型打ちの後、雲形の意匠の片肉彫り陰刻が施される。

奄‥・

図72　包含層出土磁器実測図（S：1／3）

また、内面については無粕であるが、二重

の方圏線中に「鴬」かと思われる細筆書きの銘がある。

以上の遺物は、いずれも17世紀後半期のものと思われ、本来は近世墓の副葬品であったものだろ

う。
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Ⅲ　まとめ（考察）

1　調査地における土地利用の変遷

（1）絵図に見る土地利用の変遷（図73）

郡山城、およびその城下を措いた絵図としては、現在十数例が知られている。本項においては、

そのひとっひとっについて詳細に紹介する余裕はないが、ここではそれらの内、今回の調査地周辺

の状況を比較的明瞭に書き記したものを数例取り上げ、調査地の土地利用の変遷について見てみた

い。なお、ここで取り上げる絵図については、いずれもその一部分（調査地周辺）である。

①　和州郡山城絵図（通称「正保絵図」　図73－①）　　国立公文書館内閣文庫蔵

幕府の勅令によって正保年間（1644～1648）に作成された絵図。精度はきわめて高いとされる。

該図によれば、調査地周辺は「侍町」の範囲に含まれるが、そこには具体的な土地割の記載がない。

っまり、該図によれば、当時調査地周辺が武士の居住地として意識されていたことは確実であるが、

具体的な土地利用に関する情報は、そこから読み取ることはできない。

②　（郡山城古図）標題等なし（通称「貞享絵図」　図73－②）　　個人蔵

年欠資料だが、他の郡山城絵図（大和国添下郡郡山町地図　国立公文書館内閣文庫蔵）等の資料

により、その時期がおおむね貞享頃（1684～1688）とされるもの。本図では寺社名のほか、武士名

も記入されている。なお、調査地については「久松寺」、つまり寺院としている。この久松寺（曹

洞宗）については、良好な文献資料に恵まれないため、その具体像は明確にすることができない。

また、久松寺は元文2年（1737）に現在の城町（今回の調査地の西側、郡山城城下外になる）に移

転、再興されたようであるが、現在は墓地にその名称を残すのみで、建物等は残っていない。

③　和州郡山城図（通称「元禄絵図」　図73－③）　　　国立公文書館内閣文庫蔵

元禄年間（1688～1704）のものとされる絵図。侍屋敷、寺社、町屋、濠、土居、道等を色分けす

る。ただし、寺社、町名は記入されるが、武士名等は記入されない。なお、調査地については「円

光院」つまり寺院として表現されている。この円光院については、文献資料等は現状では皆無であ

り、したがってその具体像については全く不明である。ただ、それは先述の「久松寺」の異称の可

能性もある。

④　安政年間和州郡山藩家中図（通称「安政絵図」　図73－④）　　（財）柳沢文庫蔵

安政年間（1854～1860）の作成と伝える絵図である。地目毎に色分けされた図中には、居住した

武士個々の氏名が描かれる。なお、調査地周辺は、貞享、元禄の頃とは全く異なり、小区画された

下級武士の屋敷地として利用されていることがわかる。
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④安政絵図

図73　絵図に見る調査地周辺の状況
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（2）遺構に見る土地利用の変遷

前項においては、絵図による調査地周辺の土地利用の変遷について見てきたが、本項では今回の

発掘調査によって検出された遺構より、それを見てゆくこととする○

（彰　墓地

今回の調査地において明らかに土地利用の痕跡が認められるのは、17世紀後菓からであり、それ

は具体的には墓域としての土地利用であった○ちなみに、近世期においてはそれ以前に当該地が利

用されていた痕跡はない。また、ここで形成されていた墓地が廃絶するのは、18世紀の前葉である。

なお、ここが墓地であった頃、それはまだ自然地形（丘陵鞍部）をそのまま利用していたもののよ

うである。

②　居住地

今回の調査で得られた知見に沿う限り、当該地が墓地の廃絶後、居住地（屋敷地）として利用さ

れるようになるのは18世紀末～19世紀初頭頃である。それは、今回の調査で18世紀中葉～後葉にか

けての土器・陶磁器の出土がほとんど見られなかった、という点に端的に示される。なお、当該地

を屋敷地として利用するにあたっては、きわめて大規模な整地を行ったものと思われる○先述のよ

うに、ここが墓地として利用されていた時、それは自然丘陵を大幅な人工改変を加えずに、自然地

形に近い形で利用していたと思われるが、そこに居住地を展開させるにあたり、丘陵および谷部は

削平、盛り土によって平坦な地形となるように人工改変を受けることとなった。その際、丘陵の頂

部、および頂部周辺付近に存在した近世墓は消滅、ないしは大きく削平されたものと思われる。ま

た、ここが屋敷地となった後、そこに居住した武士（屋敷割より考えて、それは下級武士であろう）

は、その屋敷地内部に金魚池と患われる施設を持っていた。なお、ここの屋敷地が廃絶するのは、

金魚池状遺構が人為的に埋められる時期（19世紀中葉、遺物組成より考えて明治10年代以降には下

らない）と考えられる。

（3）小結

以上、絵図、ならびに遺構の両面より調査地周辺の土地利用について見てきたが、ここでその両

者のデータを綜合したうえで、若干の推測も交えての調査地の土地利用変遷を総括してみたい。

近世期において当該地が利用されるようになるのは17世紀の後葉からである。それ以前について

は、正保絵図（17世紀中葉）等の資料からも具体的な情報は読み取れない。おそらく当該地周辺は

自然丘陵の状態であったものと思われる。

次いで、先述のように17世紀後葉よりここでは墓地（土葬墓群）が展開するようになる。それは、

貞享絵図、ないしは元禄絵図に記されている、久松寺（貞享絵図）または円光院（元禄絵図）と関

係する墓地であろう。墓地は自然丘陵にさほど手を加えていない状態の丘陵鞍部を中心に展開して

いたものと推定され、墓地自体は18世紀前葉までは継続的に営まれていた。なお、個々の墓の上部
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西　　 暦
（年 号 ）

城
主 支　 配　 体　 制 城： 郭　 の ．変　 遷 城　 下　 町　 の　 変　 遷

1580
（天正 8 ）

1585
（天正13）

1595
（文禄4 ）

16（X）
（慶長 5 ）

16 15
（慶長5 ）

16 18
（元和 4 ）

167 9
（延宝 7 ）

1日蛤
（貞子 2 ）

1724
（享保 9 ）

・ 「領邑合テ三千石、只今の本丸かき上げ

にて住居、二 ノ丸I手家老 を初め、家来百
姓入交りて居候よし申伝快」（郡山励 日記）

筒

井

家

・筒井順慶がこの地 に目をつけ縄 ・廃城となった多聞山城の大石を筒井に運 ・筒井境下の商家郡山に移転。本町 ・塩町・
は り

・借長の 「国中破城令」により、
大和国では郡山城のみ残る

・傾度、郡山城に入る

ぶ、郡山天守閣を急増 魚町の成立

豊

・豊臣秀長が入部 （100万石） ・本格的な築城の開始 ・奈良での商売を禁じ、郡山城下繁栄策を
・紀州根来寺の大門を境門と して利用 はかる。
春 日社の水谷川から大石を切 り出し、郡 箱本制度はじまる。挿木13町の成立

臣 山に運ぶ。石が不足 し、多くの礎石、石 （本町 ・魚塩町 ・堺町 ・柳町 ・今井町 ・

家 地蔵、五輪石などが持込まれる 綿町 ・蘭町 ・奈良町 ・雑穀町 ・茶町 ・材
・本丸毘沙門曲輪 ・法印郭 ・線郭 ・二の丸・ 木町 ・紺屋町 ・豆腐町）
キ リソ郭 ・玄武郭の完成 多武蜂大破冠の郡山遷座

増 ・増田長盛入部 （20万石） ・外廻 り惣梱 （外堀）の普請にかかる。 ・城下町の発達。家中も城下に集中し始め、

田

家

・増田長盛除封 外堀の完成→郡山城の規模定まる。
（総延長50T 13間、内側に土居、外側が

梱）

侍屋敷 も多 くなる。

廃

城

・大久保長安郡山在番、奈良代官

となる

・大阪夏の陣で、郡山城下焼き払
‘われる。

・郡山城建物伏見城に移す。

水
野
家

・水野勝成入部 （6 万石） ・石垣 ・堀の修築 （幕府直轄）

・二ノ丸台所角櫓 ・本丸御殿 ・三ノ丸 ・家
中屋敷の修復

松

平

家

・松平忠明入部 （12万石） ・二ノ丸屋形の造営 ・五軒星敷整 う
・鉄御門 ・一席丸御門 ・桜御門 ・西大手門 ・侍屋敷 ・広島町できる
の城門を伏見城より移す ・雑穀町南端の傾城町 （遊郭）の洞泉寺に

・近世郡山城の威容が整 う 移す

本

多

家

・本多政勝入部 （19万石） ・将軍上洛時建設の本丸屋形のとりこわ し ・武家星散の増築 （2757人の家臣団）

・奈良口町東 ・新九条町 ・高田町 ・片原町・
観音寺町 ・柳 6丁 目が建てられる。 「掛
け作」と称する町星 もで きる

・城下の家数は、470 0軒 、人口200 00人
（家中は除 く）を教え、近世城下町最盛

期をむかえる

松
平
家

・松平信之入部 （8 万石） ・本多家時代の新屋九拾壱軒ならびに広島
町の武家屋敷を取 り壊 し田畑化

・大火の発生により、町屋1670軒余焼失

本

多

家

・本多忠平入部 （12万石） ・侍屋敷を広島町に建増

・火見櫓4 ヶ所建てる
・城下の復旧に町屋は瓦葺、塗 り込め、土
蔵造、塗皇道を奨励。

・二度 目の大火発生によ り、本家490軒、
借家434軒、寺 4 カ所焼失

・家中屋敷の縮小 （1王道～160軒とり壊 し）

柳

沢

家

・柳沢書里入部 （15万石） ・城郭漸次整 う ・武士屋敷漸次整 う。

・金魚の飼育始まる ・柳沢氏⊥初期において主な侍屋敷576軒

・大雨領民 5 ～ 6 千人免乞す ・内町 （外堀の内）箱本13町含め27町 ・外

柳沢時代における城郭の規模 町 （外堀の外又は年貢地） ・外箱本13町

・相星株組合 「覚」なる
・光度寺焼失、綿町火事
・柳町村、村づ くり （柳裏 タソポ）
・相星仲間棟の成立
・郡山大火 （雑穀町 ・茶町 ・野垣内町焼失）
・郡山米騒動

・天明の大飢饉 （大風雨、供水、凶作）
・寛政の大風雨により、侍屋敷78軒、町屋
107軒、領内民家1234軒潰れる

・郡山屋敷、検地改
・安政の大地震 （倒壊150軒、半壊400軒）

外堀の総延長 ∽町13間 （悪霊 謂 ） 二の丸

内城　　　　　　　　　　　　　　　　 御屋形　 櫓 2 （砂子 ノ前御櫓・坤櫓）

惣御郭坪数　　　　 76，15 ．85坪

惣御郭　　　　 別 ，394．5坪
内〈票票 霊宝　 41・76 4・0坪

塀二ロ／　　　　　 2，075 間4 寸 5 分　 附　 菊畑 ・大腰掛 ・松蔵
狭間数　　　　　 1，316　　　　　　 線郭 （御新宅）
惣塀／　　　　　 1，73 1 間4 寸 5 分　 キリソ郭

御本九　　　　　　　　　　　　　　　　 三 ノ丸
惣坪数／　　　　　 7，274 坪　　　　　 五軒屋敷 ・

郡山語御用米四千石常備）
司3 ．窓 1 ．出格子 1

6 ．出格子 2 ．但石落ii：曲措．去謂脚）慧慧票漂 禦≡慧員
附 玄武郭 （塩硝歳）　　 桜御Fl櫓 〈謂 鉄砲狭間 4 ・窓 1 ・出格子 2 ．

表1郡山城関連年表（註6文献よの
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表徴（墓石等）はこれまでたびたび述べてきたように、後の屋敷地造営に伴う整地事業によって全

く遺存していない（ただし、現在の「久松寺墓地」内においては宝永5年＜1708＞の墓碑銘を持っ

ものがあり、これなどはかって当該地より移転されたものの可能性がある）。

その後、18世紀中葉～後葉にかけて当該地が利用された痕跡は、少なくとも今回の調査データの

中には見当らない。ここが再び利用されるようになるのは、遡って18世紀末～19世紀初頭である。

なおその際は墓地の破壊はいうまでもなく、地形そのものも大幅な人為改変を受けた。今回は面的

な調査をなし得なかったので詳細は不明だが、ここではそうした整地事業の後、小規模な武士の居

宅が営まれていたようである。すなわち、それはおそらくは安政絵図（図73－④）に見られるよう

なものであるが、今回の調査においてもそれに見合うような屋敷地割の溝（清一01、排水施設－01

等）が検出されている。また、特筆されるのは、金魚池状の遺構の存在である。現在の大和郡山市

名産の金魚は、その商業的な養殖の起源は18世紀末から19世紀、すなわち幕末頃の下級武士の副業

であったとされ、郡山城下における若干の発掘調査事例もそれを裏付けている。

それではこうした墓地の破壊（当然その一部は移転されたであろうが）、もしくはそれに先立っ

墓地そのものの廃絶は何を契機とするものであろうか。このことに関しては、郡山城（藩）主の替

代にその根本的な要因がありそうである。つまり、郡山城主として柳沢吉里が甲府より移封されて

きたのが享保9年（1724）であり（郡山城主等の変遷の詳細については表1ないしは註6文献を参

照されたい）、それはちょうど今回検出された墓地の廃絶年代と重なる。そして墓地に葬られた人々

が武士、ないしはその家族、つまり柳沢氏の入部に伴って転封していった城主の家臣等とするなら

ば、その遺族がもはやこの地に居住していない以上、この墓地が破壊される18世紀末までの半世紀

余りという期間は、郡山城下に新たに住む人々の、その墓地に関する記憶を喪失、ないしは希薄と

させるに充分であっただろう。もとよりそこにはさらに複雑な要因が存在した可能性はあるだろう

が、それを明らかにすることは現在の筆者の力量・知識の範噂外になる。いずれにせよ、墓地の廃

絶の半世紀余り後、ここに生活の場を定めた人々がいたことは確実であり、また彼らはまざれもな

く郡山藩士であった。

その後、少なくとも明治10年代頃までには彼らの居住地と、そこで彼らが生活の一助として営ん

だと思われる金魚池は廃絶する。それは、金魚池の人為的埋設土中からの出土遺物に近代のもの

（たとえば染付磁器における型紙摺りや酸化コバルトの使用）が全く見られないことから見て明ら

かである。時代の変遷に伴い、彼らの生活の拠点も移転を余儀なくされたのであろうか。

以上、はなはだ雑駁としたものながら、今回の調査地における土地利用の変遷について若干の記

述を行ってきた。そこでとりわけ目を引くのは、やはりかって墓地であったところに居住地が展開

する、という驚くべき事実であろう。いずれ近い将来公刊されるであろう今回の調査の正式報告に

おいては、こうした事例が一般的であるのか、あるいは特殊な事例であるのかを、他地域の調査事

例の検討を通して明らかにしてみたいが、今回はとりあえず、ここに事実報告のみを行っておく。
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2　「和州赤ハタ」の印銘を持つ陶器（片）について

（1）はじめに

今回の調査では、「和州赤バク」の印銘（正確には成形時の押型による銘）を持っ陶器行平鍋の

把手（図74－2）が出土した。また、今回の調査に先立っ郡山城第35次調査では、陶器土瓶（急須

状）の体部下半に、やはり「（赤？）ハタ」の刻印を持っものが出土している（図74－1）。この両

者は、いずれも幕末頃に人為的に埋積される遺構より出土した資料である。以下、この両者の持っ

考古学的意義について若干述べる。

（2）事例の検討

ここでもう一度、「赤バク」印銘を持つ資料を概観してみよう。まず、図74－2については、先

述したように陶器行平鍋の把手部分である。表面には緑粕が施されており、鮮やかな緑色を呈して

いる。また、破断面に見る胎土の色調は明灰色を呈する。なお、先述の「和州赤ハタ」印銘の裏面

には「合」（っまり「山吉」）の印銘がある。

次いで、同1についてはごく小型の陶器土瓶である。非常に薄手、かつ精巧な作りが特徴である。

へラによる多条沈線を休部上半、および注口部に施している。無粕。なお、「（赤？）バク」の刻印

は既述のように体部下半に印されている。また、その刻印自体については、村上泰昭が集成した資
（7）

料中にその類例を見ることができる。

（3）近在窯系陶器について

ところで、ここで見られる「和州赤バク」の意味するものは、天明6年（1785）、郡山在住の住

吉屋平蔵が近江信楽の「瀬戸物師職人」弥右衛門を招いて焼造を開始したとされる、「赤膚焼」そ

図74　「赤膚」印銘を持つ陶器実測図（S：1／2）
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（8）

のものである。現在、赤膚焼といえば、奥田木白に代表されるような、すぐれて芸術的な作風、も

しくは奈良の観光地の土産物屋に並ぶ、大和絵が描かれたそれが想起されるであろうが、今回の出

土資料は、赤膚焼が本来は日常的な雑器類を多量に焼造していたことを示すものとして注目される。

なお、ここにあげた2例は、18世紀末～19世紀後葉にかけて比較的通有に認められる器形である。

また、これに止まらず、こうした陶器製品の日常雑器類に占める割合が18世紀の後妻、もしくは末

にかけて著しく増加してゆく、という現象はほぼ汎日本的に認められる。筆者はこれを「近在窯系

陶器」と名付け、その登場、もしくは盛行をひとっの指標として近世におけるひとっの画期を設定
（9）

したことがある。その場合、「在地系土（陶）器」という耳慣れた用語を使用しなかったのは、そ

の概念規定を行った段階では、こうした陶器製品の一部が明らかに赤膚焼であるという証拠が存在

しなかったことも一因であり、そうした事情を勘案してこのような比較的曖昧な用語を用いたので

ある。ただし、その中でも若干触れたが、一口に「近在窯系陶器」とはいえ、それらは器種によっ

て明らかに産地の異なるものが含まれている。したがって、近在窯系陶器と筆者が呼ぶものの一部

が、赤膚焼であることを確実に示す資料が確認された現在においても、「在地系土（陶）器」の名

称を使用することについては、筆者自身についていえば、未だ躊躇せざるをえない。

ともあれ、江戸時代後期に至り、全国各地で非常によく似た形態の陶器製品が盛んに用いられ、

そしてそれらはここに例を示した赤膚焼や、近年その実態が明らかになりつつある員塚音羽焼の事
（10）

例が示すように、主に在地、もしくはその近郊において焼造された製品であった。それは、こと近

畿においては肥前磁器等の日常用器に占めるシェアを明らかに蚕食したし、結果としてそれは17世

紀後葉の成立以来、多くの変質傾向は見せながらも、辛うじて残存していた「近世的土器様式」を

根本より変革していった。そしてそれが特徴型式として示すもの、それ自体が主体となって構築し

ていったものこそ、次代の「近代的土器様式」であった。つまるところ、近在窯系陶器の登場、盛

行が示すものは肥前磁器等に代表されるような巨大な商圏の縮小であり、地方窯およびそれに付帯

する小城流通がそれに置換してゆく過程であるだろう。

（4）小結

以上、「和州赤バク」の印銘と、それが提起する問題について若干触れてみた。もとより本稿は

基礎資料の公表と、今後関西においても盛んとなってゆくであろう近世の土器・陶磁器の研究、わ

けても特にその研究が遅れている19世紀を中心とする江戸時代後期の資料を検討するにあたり、そ

の予察的な意図を持っものである。したがってここでの記述はきわめて簡略ではあるが、この内に

ある発展的な要素は、いずれ筆者自身の手により発展させてゆくつもりである。
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墓随 柵 渡来
寛永通宝

合計 墓Th 柵 渡来
寛永通宝

合計
古 文 新 古 文 新

．1 有 6 6 12 無

2 有 6 6 13 無

3 有 1 1 14 無

4 有 6 6 15 無

5 有 1※ 4 4 9 16 無

6 有 1 1 2 17 無

7 有 1 7 8 18 無

8 有 2 4 6 19 有 2 1 2 5

9 有 2 1 3 6 20 有 1 4 5

10 有 1 5 6 21 有 2 4 6

11 有 3 9 6 1 8 ※元豊通宝　 北宋銭初鋳1078年

表5　近世墓出土銭貨組成表
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1．調査地全景（南より）
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墓－01半掘状況（東より） 遺物出土状況
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中辱畢革l妻戸宇摩
墓－01出土遺物



墓－02半掘状況（南より）

聾棺内の状況
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墓－02出土遺物
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墓－02出土銭貨

墓－03遺物出土状況（上下は墓－04　南より）

墓－03出土遺物



墓－03出土遺物

墓－04遺物出土状況（南より）
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墓－04出土遺物
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墓－05登棺内遺物出土状況（北より）
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墓－06完掘状況（東より） 墓－06半掘状況（東より）
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墓－06出土遺物
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墓－07完掘状況（南より）

●●●
¢u●＿

●　　－■

墓－07出土銭貨

墓－07半掘状況（東より）



墓－08完掘状況（南よの 墓－08遺物出土状況

墓－08出土遺物

図
版
9
　
郡
山
城
3
6
次
（
遺
物
）



図
版
1
0
　
郡
山
城
3
6
次
（
遺
物
）

28

軽率●●●●

鍵8嶋。9年4。q8頓。9威。4。
圭一08出土遺物



墓－09完掘状況（北よの
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墓一日完掘状況（東より） 墓－11遺物出土状況
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墓－12太刀出土状況
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墓－12出土太刀

墓－13遺物出土状況（東より） 墓－13出土土器棺

墓－14出土土器棺（下は窯記号）
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墓－14土器棺出土状況（北より）
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墓－15土器棺出土状況（南より）

墓一17半掘状況（東より）
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墓－15出土土器棺
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墓－16出土土器棺

墓－17出土土器棺



嘉一18土器棺出土状況（東より） 墓－18出土土器棺
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圭一20完掘状況

墓－20出土状況
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墓－21完掘状況

墓－21出土遺物
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排水施設－01（東より）

排水施設－01瓦質土管



池状遺構土層堆積状況（北より）

池状遺構出土陶磁器
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池状遺構出土土器陶磁器
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池状遺構出土土器・陶磁器・土製石
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池状遺構出土銭貨
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包含層出土磁器
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